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知識や技能に加えて、学ぶ意欲をもって自分で課題を見つけ、自ら学び、主体的に判断し、行動し、

よりよく問題を解決する資質や能力まで含めたものです。 

 1学期に実施した「全国学力・学習状況調査（６年）」、「みえスタディチェック（４、５年）」の結

果や日常の子ども達の学習状況等より、神辺小学校の子ども達が、さらに力をつけていくための具体的

方策を考え実践しています。学習したばかりの内容は比較的よく理解し、漢字の読み、言葉の意味の捉

え方は、定着が見られ正答率も高くなっています。一方で、今後もっと力をつけていく必要がある点は、 

・国語科では、説明文の読み取り、教科全般では自分の考えを文章化することや 

根拠を用いて説明すること。 

・算数科では、「数と計算」、「図形」、「データの活用」の領域、分数の 

問題や式の意味を説明すること。 

・理科においては、長文の文章題の問題の内容を読み取ること。 

また、生活面では、 

・ゲームやメディアに触れる時間を考えること。 

・宿題以外の家庭学習をすること。 

・社会のできごとに関心を持ち、自分で調べたり、発表したりすること。   

などです。 

 

授業では・・ 

＊算数科において、「数と計算」の領域における学習を重点的に行う。週末の「チャレンジワークシー

ト」の内容に取り入れる。図形の学習において、空間認識力や論理的思考力を系統的に育むために、

低学年から知育アプリ Ｔhink！Ｔhink！を学習に定期的に組み込みます。 

＊自分の考えを表現する場面を多く設定することで言語活用能力を高めます。異学年交流を取り入れな

がら表現する力を高めていきます。      

＊教材・教具を工夫し、視覚支援を考慮し、意欲的に学習できるように努めます。 

＊仲間とともに学び合うペア学習やグループ学習など、学習スタイルを工夫し確かな学びにつなげます。   

 学習環境面では・・・ 

＊家庭での主体的な学習習慣が身につくように、「家庭学習の手引き」に基づいた指導を継続するとと 

もに、「自主学習ノート」を進めていきます。 

＊「朝学」「金スタ」「チャレンジワークシート」で、学習内容の定着と主体的に学ぶ姿勢を養います。 

＊「ファミリー読書」「読書チャレンジ」「読み聞かせ」など、読書活動年間計画に沿って本に慣れ親し 

む活動を継続します。 

＊ゲームやＳＮＳ、テレビなどのメディアとは、触れすぎによる影響を理解し、自分で上手につき合え 

るように進めます。 



 

 

 

 

 

                                                                                                   

 

 

           

                              

 

 

 

 

子に応じた 

 

 

 

  

２年生が、地域の

先生に教わって、

まち探検に出かけ

ました。今回は、

朝明山 の龍光寺

さん。椅子座禅も

体験させていただ

きました。 
音楽会に向けて合奏の練習に励んでいます。 

体力向上の取り組みで、外

部インストラクターに、５

年生は、跳び箱の学習をし

ていただきました。 

学習室では、少人数

で一人一人のペース

に合わせて学習を進

めています。 

１年生が給食で使われている季節

の野菜を手で触って当てています。 

＊先日は、授業参観・ＰＴＡ教育懇談会

へのご参加、並びにアンケート（教懇）

“アルミ缶回収強化デー”へのご協力

ありがとうございました。頂いたアン

ケート結果は、来年度のＰＴＡ教育懇

談会に活かしていきたいと思います。

なお、引き続きアルミ缶回収のご協力

をよろしくお願いいたします。 

＊「かめやまお茶の間10選（実践）」

強化週間 １５～２１日（市内一斉）

よろしくお願いします。 

＊引き続き、新型コロナウイルス感染症

拡大防止の取り組みをよろしくお願

いします。 

後期児童会がスタートしました。 

１０／７ 伊勢新聞より   


